北 浜の 父の 事務所から、 私 は 突然 N 著に 拘引され た。 

私が N 署の 刑事 部屋に 這 入る と、 そこに は 頭髪 を 

しょうぜん 

切った 無表情な 少女の かたわらに、 悄然と 老衰した 

彼女の 父が 坐って いた。 その 周囲 を 刑事た ちが 取まい 

て、 中年 過ぎた 警部に よって 私たち は 取 調べられた。 

戯れ 絵の ように、 儀礼的な 刑事 部屋で、 あぐらをか 

いた 白 毛の まじつ た老 警部が 私 に 言 つ た 。 

「 —— チタ 子の 父から、 君 を 誘拐罪と して 告訴 状を提 

出して いるの だが、 君と チタ 子と は どんな 関係なん 



だ ご 

私 は その 訊問に 対して 率直に 答えた。 

「 —— チタ 子と は 数日 前、 私が 夙 川の 舞踊 場の 踊リ 

の 帰路 を 立 寄った R 酒場で 会った のです。 彼女 は 自分 

の 勤めて いる 官 省の N 課長と やって きました。 洋 モス 

の 着物に、 紅 帯 を 締めて、 さげ 髪に 紅色の リボン を 結 

んで いるの を 見て、 最初 は 一 日 恋愛の 女学生 かと 思つ 

たのです。 チタ 子 は 同伴の N 課長が 酒場に 註文した 甘 

美な 混合酒 を 飲みながら、 彼女 は 課長に、 ャル— 衣裳 

店に 註文した 衣裳 代 を 支払って くれる ように 懇願し ま 

した。 するとし ばらく N 課長 は、 ご自墁 だとみ える 



くろ ひげ よう や 

黒 髭 を ひねって いました が、 漸く 幾 枚 かの 紙幣 を 

おとこ ほっかい らくいん お 

男 法界が 女に 熔 印で も捺 すよう に 与えて、 チタ 子 を 

ある 処へ 誘った ようで したが、 彼女 は 商人 的な 寝床が 

気に入らない らしく、 これ を 拒絶す ると、 翌日の 夜 を 

仮 約束して いました。 すると N 課長 は 不満そう に 立 

上って、 彼女 を 置いて 帰って 行きました。 チタ 子 は ひ 

うず も 

どく 憂鬱そう な 顔 をして 狭苦しい 椅子に 埋 れて いま 

したが、 私が、 自分の 席へ 誘う と、 黙々 として 私の 

卓子に やつ てきて、 

わたし 

—— 失礼です が、 妾 を 天下 茶屋の 家まで 送って く 

ださい。 



と、 彼女が 言いました。 私 はすこし 酔って いました 

が、 チタ 子に 請われる ままに、 タ クシ— で 家まで 彼女 

を 送りました。 そして 別れる とき 私 は チタ 子に 接吻し 

たのです が、 それにつ いて 彼女 は、 

—— あなた、 忘れて はい や だ わ。 と、 言う のでした。 

翌朝、 夙 川の アバ— トメ ントの 独身 部屋 を ノックす 

る 音で 私 は 眼 ざめ ました。 私 は チェ ンバ— メ イドが 新 

聞で も 持つ てきた の だと 思った のです が、 這 入つ てき 

たの は チタ 子でした。 彼女 は 黙々 として 寝台の 枕 もと 

に 立って いました が、 しばらく すると 寒さの ために 震 

えながら 私の X X に 這 入つ てきました ご 



チタ 子の 父が 苦しそう に 咳 をした。 贅沢な 機械で も 

見る やうに 刑事た ちが 彼女 を 見た が、 チタ 子 は 憂鬱 そ 

また 

うに、 胯 火鉢した 男の 破れた 靴下 をみ つめていた。 

「 —— 午後から 神 戸へ 阪急 電車で 私 は チタ 子 を 連れて 

行きました。 私 は 海岸通りの 女 理髪店で、 彼女に 断髪 

する ように 勧めて みました。 チタ 子 は 断髪に したうな 

じ を 紺色の 海に むか つ てこ ころよ さそう に 左右に 振つ 

て 見せました。 私 は 元 町 通りの 海外 衣裳 問屋で 極彩色 

の 身の 廻りの もの を 二、 三 買って チタ 子に 与えました _ 

そこから 私 は 彼女 を 連れて、 白 首 女の 螬集 する 裏町へ 

行って、 チョップ • ハウスの サル ー ンで、 一夜 そこの 



すると 万年筆と 手帳と を 持った 警部 は、 チタ 子に む 

か つ て 訊問した。 

「 —— お前 は、 彼が 唯今 言った こと を 認める のか ご 

チタ 子 は、 その 問いに たいして 明瞭に 答えた。 

「_ —— この 人の 言った 通りです。 それに 妾の した こと 

は、 妾、 格別 わるい ことと は 思って いません ご 

あお ざ 

刑事が、 失神した ように 蒼 褪めた 彼女の 父と、 チタ 

子 を 別室に 連れて行った。 老 警部が 私 に 言 つ た 。 

「 —— 君 は 彼女と 結婚す る 意志 はない か？」 

「 —— 結婚す る 必要が ありま せんご と、 私が それに 答 

えた。 



こけつと り おん どら ふと —— X 映画社 人気 女優 I 

I 生 江 幸 子 

ビヤ オン ドラフト 

酒の 一 杯 売 —— 酒の 密輸で 成金に なった 商人 —— 福 井 

お 田 

イズム オン ドラフト 

思想の 一 杯 売 —— マルクス 主義者 —— 林 田三郎 

はぐき 

くさった 歯齦のに おいが した。 しかし、 しばらくし 

ネガ チブ 

て 私 は そのに おいが 支那の 隠 画に 塗られた 香料で ある 

ことが わかる ので ある。 部屋 の 空気が 女の 温度 を 感じ 

ばたん あな 

させた。 室内の 浮気な 釦 穴が、 多数の 男性に よって 

いがた いんぎん 

つくられた 錡型 のように、 慇憝に 籐椅子に もたれて い 

た。 



茶 卓の クロ ー ス 皮膚の 汚点 をつ けて、 無上の 快楽に 

ぼれ 

ついては 妥協 政治で 解決す る 弾力の ある 男女が おか 惚 

同士の ように 話しつ づけた。 

ひょう 

豹の 皮の はられた 藍色の 壁に 向って、 スモォ キン 

グを 着た 男た ちが、 自分の 影に むかって 挨拶 をして い 

た。 だが、 諸君。 よく 見て いると この 男 はいた ずらに 

自分の 影に むか つ て 挨拶 をして いるので はなかった。 

人造人間の 弾機に よって、 そのたび に 粋な ナイト -ド 

レス をつ けた 夜の 女が、 写真に 絵姿と なって あらわれ 

るの だ。 

耳底に 女の 好物で もの こる ように、 交響楽に よって 



嗜色 人の 踊が はじまる と、 軍隊 的な 組織 も 粋な 衣服に 

かくれて、 部屋に いる 人間の 甘い 唾液の なか を、 安 南 

の X X がと おりぬ ける の だ。 女 政 客 も、 女 実業家 も、 

映画 女優 も、 成金 も、 文学者 も 男性 を 象徴した 酒杯に 

満ちた、 白色の 酒で 唇 をぬ らした。 

唐突に、 鋸く ずの ような 幕が 切って おとされて、 野 

蛮な 四重奏が^-立 たしく 鳴り だした。 最初、 私に あた 

えられた 令嬢 社交界の ような 音律の 苦痛が、 しだいに 

ェクス タシィ に 私 を 誘った。 



堂 島 ホテル 附近に ある、 夜間 薬品 店の 売子の 売行 表 

じょうぜ つ いんぎん 

と、 商業 的な 饒舌 は、 女の 温度に たいして ひどく 慇憝 

なの だ。 

午前 o 時 を 過ぎる と、 死体の ように 冷やかな 銀行 街 

びん 

から、 大 江村 を 渡って、 鬢にほ つれる ある 女が 夜間 薬 

とうろう 

品 店に あらわれ ると、 灯籠 道で も あるく ように 蒼 ざめ 

て、 淀川の 水面に 赤い レッテルの 商標 を 投じた。 

たてじま 

金貨 遊戯 室の、 立 縞の 短い スカ— トの 女が 毛皮の 襟 

に 顔 をう ずめ て 、 夜会 バ ッグ にし まった 三 角 形 の XX 

を 彼女の 墓誌銘に して、 梅 田 方面に 立ち去った。 



ドの 海峡から 浮び あが つ て 自動扉の スィッチ を 押して、 

売品 窓から ソファに 背広の まま 仰向けに 寝ころんだ 売 

子 を敲き 起す と、 タヴラ • スゴ 六の ように、 七 分の 運 

と 三分の 医術に 身 を 委託す る。 独逸 製の サイコロ を 買 

すす リな 

うと、 そ もま ま歐欷 くように 円筒 状の 夜の 大阪を 感じ 

ていた。 
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夜の ヴヱ ー ルが剝 がれて、 灰色の 壁に もたれて 一夜 

を 過した 失業者が、 赤と 黒の 市場の 魚の ように 起き あ 



がると、 高楼に あらわれた 三色旗の 天気予報 旗 を もの 

ぐ さそう に 眺めた。 

割引 電車の 青い 労働 帽の 炎の ような 太陽が 燃えて、 

世が 明け わたると、 半開の ビルデ ングの 鎧 f 尸 を 汚れた 

袴 を はいた 女 事務員が くぐり、 表情の 失せた 勤め人た 

ちが、 破れた わい 襯衣から 栄養 不良の 皮膚 を のぞかせ 

て 鏡の ように 磨かれた 石造の 建物に 吸い こまれた。 

ま い 

天 満天 神に 朝詣リ した 五花 街の女た ちが、 ふたたび 

ねむ かいわい 

睡る ころ、 北 浜 界隈 は 車 だまりから 人力車が 一 掃され 

て、 取引 巿場を とりまいた 各 商店で は、 踊 子が つけた 

腰の 鈴の ように 電話が 絶え まなく 鳴り渡った。 



私はビ ルデ ングの 窓の 力— テン を ひらいた。 向いの 

N 万 ビルの マネキン 事務所に は、 アメリカン. ス タイ 

ルの 女た ちが 地面に 力 ー ドを ひろげた ように、 緋の 

じゅうたん 

絨氈 の 上で お 化粧 を 始めて いた。 

私 は 仕事 机に 坐る と 朝刊 を ひらいた。 すると、 そこ 

に は 附近に 商店 を 持った 大 相場師の S が、 いよいよ 起 

訴 された こと、 またしても 近頃 流行す る、 都会 女の 自 

殺が 写真 入で 報道され ていた。 金融界の 乾 の 手 輩と 

して N • R 漁業権 を 背景と して、 政党と 政党の 対立に 

山師の 貫祿を 見せた 彼 も、 内閣が 更迭す ると 疑獄 事件 

のうず のなかに、 不治の病 を 発して しまった。 



のおらん だ 煙草 を くわえた 真紅な 唇 を ゆがめる と、 細 

い 橋 を、 熟練した 工兵の ように 室内に 吐き出した。 

この 社長室に 父が 出現す るに はま だ 一 時間の 猶予が 

あつたので、 韻律 を 踏む ように、 私 は 彼女に 近づく と、 

「_ 君 は 不景気に 処 する 道 を 知っています か？ そ 

れ とも、 君 は 他の 女と 異 つた 意見 を もっています かご 

「 —— 商業地の 真ん中で、 水入らずに そんな 謎の よう 

な 話 をす る ものじゃありません わ。 あなたの ような 方 

は、 この 銀 安を遁 さず 上海に でも 行って 金貨の あり 

がた さ を 味わって くるんだ わ。 今朝の 新聞で は 日本 向 

カヮセ 相場 は 九 六両四 分の 三、 千の 寝床 を 得る の は 



お 安いと こが 経済って もの だ わご 

まてんろう 

摩天楼の 鏡の 面から つやぶ きん をと るた めに、 私 は、 

藍色の 力 ー テンで 巿街 に 向って ひらいた 窓 を 閉ざす と、 

「 —— それよりか、 君の コォ セット • ボタンが いくつ 

あるか 計算 さしても らいたい もんだ ね ご 

「 —— あなた は 図う/ \ しいの ね ご 

コ ミックの 女の ように 肩 を ゆすつ て 彼女 は 立ち上る 

と、 部屋の 把手 を あらあらしく 廻した。 

「 —— 少し 待って くれ。 スカ ー トの 短い 女の まえで 自 

殺す る 男にたい する ご 意見 は？」 

きびす 

陽気に、 口笛 を 吹いて 女 タイピストが 踵 を かえした。 



「 —— 妾 だったら、 自殺す るか わりに 結婚す る わよ ご 

「_ 1 政府 じ やない が 緊縮して まで も かご 

「 —— あら、 快楽の ために は フォ— ド だって かまわな 

い、 山間 を 疾駆す るじゃありません かご 
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ところが、 

午後に なると —— 資産家。 重役。 月給 取。 靴磨き。 

タイピスト。 薄給の 教員。 それ 等の 人間が 急行列車 桜、 

高速 力 巡航船、 ホテル、 ト ー キ ー 常設館、 オフィス、 



後日に なって、 倫敦の サン デ—. ビクトリア ル紙は 

左 の 如く 当日の 模様に つ いて 述べ た。 

(ゥォ —ル街 は、 過去に おいて 吸い あげ ポンプと 化し 

ていた。 世界の 資本 を 呑み こみ、 その 跡に 到る ところ 

空洞 を 生ぜし めた。 倫敦巿 場の みで も その 地理 書 を ひ 

もとく まで もな く、 一 日数 万の 米国 株式の 売買が あつ 

た。 巴 里、 伯林、 ブラッセル、 アムステルダム、 何れ 

も 電信の 速力 は 一 杯に ゥォ ー ル 街に 資金 を 流入した。 

よじよ. -っ 

大西洋 北岸の 富の 余剰 はい まや 米国 株式に 変形した と 

歎じさせた。 この ゥォ— ル街 にも 遂に 破局が あった。 

へ い こうそく イングランド 

財界 平衡 則に 反した 信用の インフレ ー シ ヨン は英 蘭 



銀行の 利下げと ともに その 崩落の 道 をた ど つ た。 

云々。) 

きょうじん はらん 

英国 金融資本が、 米国 産業資本に 強靭 な 波瀾 を ま 

きお こした ために、 米国 資本 を 背景と した 商工 都巿大 

阪は、 ゥォ— ル街を 恐怖が おそうと 同時に、 赤 鼻 女の 

野暮な アメリカの 衣裳 をつ けて 財界の 迷路に 立 つ た。 

ぎんかい 

また、 銀塊 相場 を 暴落 させた、 ワシントンの 要路の 

背景に あった もの は、 誰か。 

一九二 六 年、 恐慌 状態に あった 銀塊 市場に たいして、 

英領 印度に おい て 組織され た 印度 貨幣 金融 委員会が、 

一 九 二 七 年 三月 二十 七日、 三 億 五 千万 オンスの 銀 持 高 



に MELINS の 扱 帯が 夜光虫の ように 円 をつ くると、 

私 は断截 された 濡れた 頭髪 を 腕の 中に 感じて、 いつの 

まに か 恋愛の マツ フ のなかに、 ひとときの 安息 を 求め 

た。 

「 —— 妾、 あなたく らい 好きな 人ない わご 

と、 チタ 子が 言った。 
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